
淡海の市民活動･ネットワーク情報交流誌
CollaborationPaperfbrVoIunｔａ１ｙＮｅｔｗｏｒｋｉｎＯｈｍｉ

この日なんの日Ｉ
夕－重 君

屋

◆

ｿ

』

汐

⑱
春

Ｌｮ

⑤卿｡”

．ご；

、

鍵童謬:菱、 ☆簿熱
、

おうみネット ○

しし

#§F≦ ◎

●発行日／2007年３月１日③発行所／(財)淡海文化振興財団 釦☆

国特集:淡海とびつくす

Ⅱ■

“l皇些焦1１§途多／Ｕ１ｕ
｡一ジ 一

譜

Ｊｑ

Ｌ－=

'ノLr5-71ノＣ

☆

☆

国際こどもの本の日

．:．….． ☆

☆

で６市民のチカラで

もっと活かせる｢公共施設」、

～指定管理の事例を通して考える～

☆こども読書の日

図書館記念日

園支える･つなぐ･結ぶ■元気NPO探し隊、
情報ＢＯＸ⑪⑩、特定非営利活鋤法人琵琶湖ﾈｯﾄ草津

、里山パン工房

画孫の手ナビ。●びわこﾊｰﾈｽの会
【そこが知りたい!NPO運営術voL､6】■Ｏｈｍｉｎｅｔ
【sekenよし!】(財)河本文教福祉振興会ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
アヤハグループ～綾羽株式会社～ ｓ月｡4月⑨
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国際盲導犬の日
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支え患｡尋な雪｡結ぶ
情趨匿画Ｘと烹萌~三〕

※このページは１ページと１０ページで１つのＣＯＮＴＥＮＴＳとなっております｡掲示用としてお使いいただけます。
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TEL:Ｏ３－３２３０－Ｂ４７７ＦＡＸ:OB-32

e-mail:mail＠sCl<usin‘orjp

日刊ブログ新聞ぶらっと!「ぶらっと!貴｣募集Ｒ～八一ネスフェスタｉｎ彦根～

蝋目:駕翫磯隠:制蔚製雑誌鯛Ⅵ
仕組み③①資金は地域貢献に関心の高い企業から応援金として提供(第１回は､I傍３月24日(土)13:OO～
日本テレネット株式会社が応援します）Ｉ

③会員がｻｲﾄ上でためだｲﾝﾄを応援したいNPo市民団体へ投票Ｉ講濡鵜鯛､誰撫
②市民団体がサイト上で各自の活動をアピール。

④有識者によるアドバイザリー会議の審査を経て応援する団体を選定。Ｅ協力金②一般:500円中学生以下:１

内容…内における念琶づくり葱ど地域に鰻ぎした潅動に対して支援ｉ欝噸i離諏ｾﾚﾓﾆー‘応援対象の団体、ＮＰＯ･市民団体(個人は対象外）

応援金額・ぶらっと大賞50万円(１回緯)ぶらつと震20万円､5団体種限度)鰯鞭騨迫輩|灘※ポイントと内容などによって選考の上､決定

募集期闘｡s月s旧譲で(予定)募集…ﾎーﾑべージ種ご麓く膳さい｡i潟鵜醗蕊男撫◇詳細ＨＰ:http://www・buratjp／

第３回市民活動センター
交流協働部会『子ども･子育て
分野活動団体交流会｣Ｉ

I傍３月24日(土)13:OO～
Ⅱ

’し３月24日(土)13:OO~16:ＯＯ１

１会…ビバｼﾃｲー2階ビパｼﾃｲーI場所･大震市市民活動ｾﾝﾀー1階Ｉ
ロ

ロホール(JR南彦根駅東側口より徒歩3分）Ｕ大会議室
E協力金②一般:500円中学生以下:,００円I内容③｢なかまとのであいつなが’
ロ※写真展は無料ロリ…の中で育ち"愛"」 且

溌蕊犠蕊Ji
I※同時開催｢ボﾗﾝﾃｨｱが見た盲奪1厘蕊蕪蕊撫望hT巳,訓！ⅡE犬の世界写真展」
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⑧財団法人区画整理促進機柵街なか再生全国支援センター浮本

〒520ＣＯ４７大津市浜大津4丁目1-1
TEL:0775278661FAX:077.527.8662

⑬スローﾈｯﾄ株式会社
Tel:O75-256-S630Fax:Ｏ７５２１１－Ｂ６４６ｅ－ｍａｉＩ:info＠buiatjp

住所:〒604-0842京都市中京区西押小路町１１５－１デコスビル4階
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Ⅱ
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⑪

③びわこ八一ﾈｽの会事務局
TEL:Ｏ７４８－３３．．７１１５
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ｖ情報BOXに掲職できなかった精報は､センターのホームページに多数掲載しています。

ＵＲＬ⑨http://www･ohmi-net,com／

▽５月･６月の掲示板情報募集中１日時･場所･問合せ等を明記の上､４月１日
までにEメール､ＦＡＸ,または郵便でセンターまでお寄せください。
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〒102-ＯＯｇＢ東京都千代田区平河町2-3-11花菱平河町ビル3階
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〔4〕対象用途:鋤・事業に必要となる灘とし､団体を運営する上で経常的にかかる襟|痢象となりません.

助成額⑮本年度の助成総額は200万円以内とし､1事業の助成限度額は40万円以内とします。

応募期間③３月31日(土)まで｡締切日消印有効｡郵送に限り詩込は不可とします。
申請書の請求③ホームページよりダウンロードできます。
詳細ＨＰ⑬http://www､sokusin,orjp/machinaka/index,hｔｍｌ

１０件程度とする。(2)助成期間は､原則として助成金贈呈日より1年間とすＩＩ上L:u//･bビ/･UbblrAx;u//･bビ/･ubbと

るが､助成金を2年間にわたって利用することも認める。

応募方法③賑0申認賦を宝龍熊ﾎーﾑーよりｳﾝﾛードい簡籍叙'堀達惹で錐り下さい｡I多賀大社桜狂言応募締切②３月末日必着
Ｉ腸４月8日(日)･14日(土)の2日間詳細ＨＰ③http://www､takarashuzQcojp/environment／

公識侭…葛ﾊーﾓﾆｽﾄﾌｱﾝド事鶴……１場麓蝋鯛酬
⑧みずほ信託銀行株式会社京都支店営業第２課

需…Coo京都市下京区幽条高倉東入立売中之町"識耀1藻繍雛0‘…48冊0')TEL:Ｏ７５－２１１－６２８１ＦＡＸ:Ｏ７５－２１２－４９１５

Ｅ内容・ｱﾝｻﾝﾙ狂言･Ｉ畷と琴のｺﾗ|ﾉーｼﾖﾝ

１
．
Ⅱ

⑧言語交流研究所ﾋﾂボﾌｱﾐﾘー ｸﾗプ
ﾌﾘーダｲﾔﾙ0120.557.761(平日9:00~18100）
URL:http://www｣exhippo､grjp／

I⑳劇団｢かいつぶり」

ITEL:OgOg870-1829
Ue-maiI:hitonokenkyu＠yahoo､cojp
lURL:http://www､geocitiesjp/kusa-kai／
ロ
ロ

TEL:074822.2940FAX:0748.23-2938

URL:http:"wwwobiwacity‘CO､/tatamimasu／

⑧徳永押し花工房徳永信子

市民活動情報”‘
…寺一~葱~写薄霊

助成金情報”，皇害墾蕊．一
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｢公共施設の
運営には何
共 謡
営運

帆

！

大切だと
市民のチカラで

もっと活かせる｢公共施設」
~指定管理の事例を通して考える～

１
．③①●●⑭ｏＯｏｏｅ●●●、●｡｡●Ｏ●⑤⑨●｡⑧｡｡ｅ

公の施設の管理を

民間が行う

｢指定管理者制度｣を
知っていますか？

a.知らない…４０．１％

b､聞いたことがある…３３．１％

c､知っている…２６．８％

Ｑ２
ロ⑮⑨⑥｡⑥⑤⑥｡｡⑧⑤｡｡④｡｡｡⑤｡⑥｡ロ｡⑥のロ｡⑥

公民館など住民に身近な
施設はだれが

運営するのがよいと

思いますか？

a･住民団体･ＮＰＯ…73.2％

b・行政…１９．７％

c・民間会社…7.1％

Ｑ３
｡●⑥｡⑥｡｡｡●●｡⑧⑥⑥⑥■ぬ⑧②｡｡●⑤｡⑧⑥⑤の⑥

公の施設の運営には

何が最も大切だと
思われますか？

a利用者ニーズの反映…66.9％

b・管理経費の削減…14.1％

c・利用料金の安さ…12.7％

.｡親しみやすい雰囲気…６．３％

アンケート：捜帯箭報メール発信会社｢j2メール」協力
回答者総数１４２名男'性Ｂｇ名女'性７１名不明Ｂ巳名
10代…０名２０～30蔵…30名３１～40歳…58名
41～50歳…22名５１意以上…8名不明…24名

【５．６月号のアンケート】

次回５．６月号は「１０年」をテーマにした巻頭アンケートを実施
します。読者の皆さんもぜひ、アンケートにご協力ください。詳
しくはＰ.ｇをご覧ください。 陸

②

この日なんの日Ｖ．Ｏ．ＩｏｃｏＥ詞

けいちつせいめい

時は、啓塾から清明へ花の首飾り

遠慮がちな早春の芽吹きから、さまざまな花が色を競い合う

季節へと移っていきます。旅好きの虫が騒ぐ春。「世界は本で

あり、旅をしない者が読むのはそのうちの1ページにすぎない｡」

という名言があるそうです。

最近はインターネットの検索で、まだ一度も訪れたことのな

い土地に関してわかったつもりになってしまいがち。やはり百

間は一見、一食、一触にしかず。土地の風'情や人情、郷土料理

で伝わる情報を通しての学びは大切ですね。昨年11月「おうみ

社会起業塾」の一環で実施した四国馬路村、上勝町視察ツアー

もそのひとつ。地域にある資源を見極め、町民の意識を変え、

まちの活性化につながる仕掛けや仕組みで、まちの活力を創る。

その成功の大きな要因は、元気印の女性たち。

命市民活動と女性

農林漁業に携わる6割以上が女性で、地域での役割向上や社

会参加などを目指して、農山漁村女性の日が定められました。

３月は農閑期。女性だけの休息日とされる女人講の開催が３月１０

日に開かれることが多かったので、この日に決まったようです。

生命の息吹を感じる３月、４月は、農山漁村女性の日の他に、国

際女性デー（３月8日)、女性の日（４月10日)、女性週間（４月１０

日から16日）と集中しています。

まちがコミュニティとして機能するためには、女性の働きは

欠かせません。『全国ボランティア活動者実態調査報告書』（平

成13年）によると、代表者の職業は「主婦」や「定年退職後」

の人が多く、「活動に関わる人たちの間で紳が深まって地域へ

の愛着が生まれた」が6割以上を占め、自分たちの活動に何ら

かの社会的効果を感じている人が多数います。内閣府の報告書

『ソーシャル・キャピタル：豊かな人間関係と市民活動の好循

環を求めてｊでも「ボランティア・ＮＰＯ・市民活動への参加は、

個人の交流やつきあいの範囲を広げていくことを通じて、ソー

シャル・キャピタル(※)培養に寄与し、活動の活発な地域は、
他の地域と比べて、犯罪発生率や失業率が概して低くなる」と

いった報告があります｡また「女性の方が男性よりソーシャ

ル・キャピタルを多くもっている」という結果もでています

(｢コミュニティ機能再生とソーシャル・キャピタルに関する研

究調査報告書.!)。

女性の力で地域を魅力的にする多様な仕掛けが、大切なのだ

とあらためて思います。

※ソーシャル・キャピタル

社会学、政治学、経済学、経営学などにおいて用いられる概念。人々の

協調行動が活発化することにより社会の効率性を高めることができると

いう考え方のもとで、社会の信頼関係、規範、ネットワークといった社

会組織の重要性を説く概念である。

淡海ネットワークセンター事務局長浅野令子

皇



るところがある。

h市民のﾁｶﾗでもつと活かせる『公共施設｣_指定管理の事例を通して考える‐

、

’

一
月
二
十
四
日
に
公
共
施
設
と
市
民
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
市
民
の
チ
カ

ラ
で
も
っ
と
活
か
せ
る
「
公
共
施
設
」
～
指
潅
管
理
の
事
例
を
通
し
て
考
え
る
～
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
格
導
入
か
ら
ま
も
な
く
一
年
が
総
と
う
と
し
て
い
る
指
定
管
理
者
制
度
（
※
１
）

の
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
「
公
共
施
設
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
に
と
っ
て
、
だ
い
じ
な
公
共
施
設
は
あ
り
ま
す
か
？

んなで作るものでは…？

(結局所長は自分の都合しか考えていないのか）

｡決め患→やる分M鋤

した報告書『私のだいじな場

所～公共施設の市民運営を考

える』を編集・発行し話題と

なる。

公共施設のあちらとこちら劇場～西川の娘の保育所編～

≧盲ら響剛…繍脹
｢今年の夏祭り、木曜日になっていますがなぜですか？例、４年金曜日ですが｡」

「金曜日に子どもたちと振り返りの時間をもつためです｡」

I夏祭りぐらいしか、親同士顔を合わせる機会がないんで度
す｡」

、‘「職員会議で話した結果です｡それは西川さんの意見ですね。
他のみなさんはいかがですか？」

｢ではみんなに聞いてみましょう｡」 豚

→一人ひとり話すが、圧倒崎(面_金曜日か土暇日。「夜まで

あると次の日たいへん｣｢金曜日の方がまだ参加しやすい」Ｎ「みなさんのお気詩ちはわかりました。十分きいて考えま１

すが、 あくまで決定するのはこちらです‘,Ｉ

●
基
調
講
演
か
ら

(むかつ）「先生、今年こそ花火ができませんかね。あと、〆
食べ物があると場が和むのですが｡」

勘
｢臆めです。近所から苦情がきます。食べ物は課の方からも

｢なんとかやれるように、私たちも動きます。近所も回りピ避けるようにいわれています｡」

ます°一方的に先生にやってくれとは言いませんから｡」、４「お気持ちはわかりますが、何かあったら責任を取らされ

サービス

術ノパ命令

、決定はこちらでさせてもらるのはこちらなんですから

ね。お祭りってみゾ います｡」
(こっちだってがんばってやっているのに、親は言いたし、

放題で、勝手だ）

いったい
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こ
れ
は
私
の
娘
が
通
う
公
立
保

育
所
で
の
一
例
で
す
。
「
公
共
施

設
」
と
言
っ
て
も
、
公
民
館
・
図

書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
・
福
祉
施
設

な
ど
様
々
で
す
。
私
は
今
ま
で
施

設
職
員
と
の
や
り
と
り
を
通
し

て
、
「
こ
ち
ら
の
意
見
は
聞
い
て

も
ら
え
な
い
」
「
い
つ
の
間
に
か

決
め
ら
れ
て
い
た
」
「
言
っ
て
も

む
だ
」
そ
ん
な
思
い
を
数
多
く
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
「
よ
い
公
共
施
設
」
と

は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
施
設
な

の
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
作
り
出
す

に
は
ど
の
よ
う
な
し
く
み
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。

下
図
Ａ
は
、
こ
れ
ま
で
の
管
理

運
営
に
よ
く
あ
る
パ
タ
ー
ン
で

③西川正さん⑧

ＮＰＯ法人市民活動情報セン

ター・ハンズオン埼玉副代表

理事。2005年、市民が運営

する魅力的な公共施設を調査

「
私
の
だ
い
じ
な
場
所
」
～
公
共
施
設
の
市
民
運
営
を
考
え
る
～

、

※１

これまで行政や外郭団体など
に限られていた「公の施設」
の管理運営を民間が担うこと
を可能としたもの。ＮＰＯや
企業が参入し、運営をしてい

,決める＝やる非分離Ⅲ

脂,】そ命令

’

'聴
擬≦■■■■｡■■｡■■■■■■■■■■■●■■■●■●●●■●■■●■●●●■●●■■■■■●●●●●■■■■●■●●●■●●●■●■●■■●●【 ﾛ■■■■■■■■■■■■■【

、

…
５畳譲認烏

謬嬢可
露

共同／協働型揮営

》
剖
、

》

》
↓
》
↓
》
↓
》
↓

管理型揮営
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匠
一
一

、高見啓一さん⑳

NPO法人FIELD専務理事。米

原市役所に勤めていた時に、

市民との取組で近畿発方式の

｢乗合タクシー」を導入。

④

Ｑ

す
。
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
決

め
る
人
」
と
「
や
る
人
」
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
意
志
決
定

は
上
層
部
で
行
い
、
そ
れ
を
行
う

現
場
は
決
め
た
こ
と
を
や
る
側
に

な
っ
て
い
ま
す
。
決
定
権
の
な
い

現
場
は
、
や
ら
さ
れ
る
仕
事
、
と

ら
さ
れ
る
責
任
と
な
っ
て
し
ま

い
、
結
果
、
「
な
る
べ
く
こ
と
を

お
こ
さ
な
い
」
と
い
う
仕
事
の
姿

勢
が
生
ま
れ
、
事
例
の
よ
う
な
対

応
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

逆
に
、
現
場
に
決
定
権
が
あ
れ

ば
、
現
場
に
は
責
任
感
が
生
ま
れ

て
き
ま
す
。
図
Ａ
の
構
図
が
若
干

崩
れ
て
き
ま
す
。
図
Ａ
は
、
意
思

決
定
や
サ
ー
ビ
ス
は
管
理
側
か
ら

利
用
者
へ
の
一
方
通
行
に
、
利
用

者
か
ら
は
「
苦
情
」
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
図
Ｂ
は
、

■●●●●■●■●●●●●●●●●■■●｡■●●■●■●■●■●●■●■●■■●●●■●｡●●●●●●●■■■●●●●●●●●●■●■■●●●●●●●■●●●｡●●●●■●■●●●●●●●●■■■■■●■●●●●●●●■●●●●｡■｡■■■●■●●●■■●■●●●■⑥■

意
志
決
定
に
、
現
場
だ
け
で
な
く
、

市
民
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
「
決

め
る
」
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
市
民
は
「
お
客
様
」
で
は

な
く
な
り
ま
す
。
「
口
を
だ
す
け

ど
、
手
も
だ
し
て
も
ら
う
」
こ
と

で
、
責
任
感
と
愛
着
が
生
ま
れ
る

の
で
す
。
こ
れ
に
は
、
管
理
側
は

「
市
民
の
た
め
に
」
か
ら
「
市
民

と
と
も
に
」
へ
の
発
想
の
転
換
が

必
要
で
す
し
、
合
意
形
成
へ
の
デ

ザ
イ
ン
カ
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
意
志
決
定
に
は
コ
ス
ト
も
時

間
も
か
か
る
場
合
が
多
く
、
口
で

い
う
ほ
ど
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
実
際
に
は
、
図
Ａ
と
図
Ｂ
の

間
で
悩
む
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
市
民
自
身
が
話
し

合
い
、
気
づ
き
、
課
題
を
認
識
し
、

そ
れ
を
解
決
す
る
。
そ
の
過
程
を

経
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
共

施
設
が
「
私
の
だ
い
じ
な
場
所
」

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
み
ん
な
に
口
を
出
し
て

も
ら
う
こ
と
、
多
様
な
市
民
が
話

し
合
っ
て
合
意
形
成
を
す
る
こ
と

か
ら
し
か
、
「
公
共
」
は
生
ま
れ

な
い
の
で
す
。

、●●。Ｕ■｡｡｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●｡●●■●●●●■■｡｡｡■｡●●■■

●阿部圭宏さん、

市民活動・ＮＰＯコーディネ

ーター。ＮＰＯ法人市民がさ

さえる市民活動ネットワーク

滋賀（通称ＮＰＯ市民熱人）
代表など。

が
な
じ
ま
な
い
も
の
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
初
年
度
は
、
公
募
が
全
体

の
三
割
に
過
ぎ
ず
、
非
公
募
・
特
定

指
定
が
約
七
割
を
占
め
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
（
※
２
）
。
ま
た
、
公
募
し
た

こ
と
に
よ
る
混
乱
や
、
行
政
が
無
理

に
受
け
皿
団
体
を
つ
く
っ
て
指
定
し

た
事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
選
定

に
お
い
て
は
一
般
的
に
外
部
委
員
を

入
れ
た
選
定
委
員
会
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
選
定
基
準
を
行
政
だ
け
で

決
め
て
い
る
場
合
が
多
く
、
ま
だ
ま

だ
問
題
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

施
設
に
は
そ
れ
ぞ
れ
設
置
目
的
が

あ
り
ま
す
。
貸
館
な
ど
管
理
重
視
の

施
設
も
あ
れ
ば
、
保
育
所
の
よ
う
に

運
営
重
視
の
施
設
も
あ
り
ま
す
。
多

Ｑ
薙
謹
鶴

課
題
は
？

阿
部
「
官
か
ら
民
へ
」
の
流

れ
を
う
け
て
始
ま
っ
た
「
指
定

管
理
者
制
度
」
。
な
か
に
は
公
募

》
か
、
指
定
期
間
満
了
後
の
再
指

定
手
続
き
を
ど
う
す
る
の
か
な

ど
に
も
、
今
後
と
も
市
民
が
積

極
的
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
必

要
で
す
。

※
２
「
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
状
況

に
関
す
る
調
査
（
２
０
０
６
こ
（
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
に
関
す
る
調
査
委

員
会
）
に
よ
る

様
な
性
格
を
も
つ
施
設
を
一
つ
の
制

度
に
落
と
し
込
む
わ
け
で
す
か
ら
、

実
施
段
階
に
移
す
前
に
、
行
政
職
員

は
、
今
一
度
こ
の
制
度
を
正
し
く
理

解
し
、
こ
の
制
度
で
対
象
と
な
る
施

設
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
、
施

設
に
合
わ
せ
た
戦
略
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
人
件
費
の
占
め
る
割
合

が
高
く
な
る
こ
と
が
多
い
管
理
料

（
委
託
料
）
を
経
費
削
減
の
た
め
に

必
要
以
上
に
切
り
つ
め
る
と
、
管
理

の
質
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
く
る
で

し
ょ
う
。

一
年
が
経
ち
、
し
っ
か
り
評
価
し

て
い
く
と
と
も
に
、
制
度
の
導
入
が

さ
れ
て
い
な
い
直
営
施
設
を
ど
う
す

る
の
か
、
指
定
期
笥
満
了
後
の
再
僧

霞

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●。■■■■■｡｡｡■
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⑨
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら



一
群

男

’特集 画hmiT叩睦淡海とびつくす

、藤田知丈さん＠

マルチメディアセンター所長

(ＣＭ２グループ)。ＮＰＯ法人

五環生活副代表理蛎。おうみ

未来塾7期生など。
連絡先：米原市下多良8丁目3番地（米原公民館）

TEL：0749.52-2240

FAX：0749.52.2242

e-maiI：city‘maibarak@mountain‘ＣＯ､‘､e‘jp
URL：http;//bIogsyahGo､ＣＯ､ip/megum8ilO523

、｡●回●ロ｡●●○口丘 ■⑧②｡■●②●｡｡●●●●●●●●ｅ●●●｡●○の●●Ｃ

市民のチカラでもつと活かせる「公共施設』～指定管理の事例を通して考える～

利
用
者
層
が
一
般
に
大
き
く
広
が

り
、
親
子
連
れ
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

ワ
イ
ワ
イ
と
活
気
あ
る
施
設
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
来
館
者
か
ら
は
「
館

内
の
雰
囲
気
が
明
る
く
て
入
り
や
す

く
な
っ
た
」
「
職
員
が
来
館
者
と
の

会
話
の
時
間
を
大
事
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
よ
い
」
「
事
務
室
か
ら
挨
拶

さ
れ
る
の
が
気
持
ち
い
い
」
な
ど
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

「
地
域
課
題
の
解
決
を
担
う
公
民
の

た
め
の
館
」
で
あ
る
公
民
館
の
本
質

に
立
ち
返
り
、
利
用
者
と
一
緒
に

「
み
ん
な
の
公
民
館
」
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
瀧
懐
蕊

高
見
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
指
定
管
理

を
受
け
て
、
公
民
館
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
指
定
管
理
で
一
番

大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、

Ｑ

⑤

NPO法人FIELD(ﾌｨー ﾙド）

中枢スタッフがすべて２０代の若手

ＮＰＯ・子どもの時に米原公民館に関

係のあったメンバーが中心となって、

子ども企画をサポートする市民団体

｢子育ち支援ＮＰＯＦＩＥＬＤ」を発足。

指定管理を受けるため法人化。公民館

は『一緒につくるみんなの米原公民館」

をテーマに「たまり場」となる空間づ

くり、市民とともに企画する場づくり

を行っている。

※2006年.2007年おうみNPO活動基金助戚採択先

連絡先：近江八桶市出町645-4
TEL：0748.31,0800ＦＡＸ１０７４８．３１．０８０．

URL：http://multimediacenterjp
e,mail：ｍｍｃ＠multimediacenterjp

議霧議議指定管理施設：米原市米原公民館

指定期間：１年（2006年度～）

12グループ

㈱＋関西明装(株)）

Ｑ
蝶
韮
鐸
蕊
『

藤
田
私
た
ち
の
よ
う
に
、
企
業
が

指
定
管
理
者
に
な
っ
て
い
る
と
、
お

金
の
た
め
、
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
企
業
も
市
民
の

一
員
と
し
て
、
地
域
の
役
に
た
ち
た

い
、
そ
ん
な
思
い
で
運
営
を
し
て
い

ま
す
。
我
々
の
指
定
期
間
は
三
年
で

す
の
で
、
三
か
年
計
画
を
た
て
て
、

目
標
を
も
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
創
意
工
夫
で
施
設
価
値
を

高
め
、
指
定
管
理
料
と
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
以
上
の
コ
ト
を
市
民
に
還

Ｑ

元
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
指
定

期
間
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
行

政
の
し
く
み
上
、
さ
ら
な
る
経
費
節

減
や
施
設
改
善
が
し
に
く
い
部
分
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
更
新

の
た
め
の
利
用
料
の
変
更
な
ど
、
条

例
が
カ
ベ
に
な
っ
て
、
我
々
だ
け
で

は
取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い
課
題
も

あ
り
ま
す
。

医癌

Ｌ

Ｑ
畔
蝶
礎
篭

高
見
こ
れ
か
ら
の
指
定
管
理
者
に

は
、
施
設
の
目
的
を
し
っ
か
り
と
理

解
し
、
施
設
の
可
能
性
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
指
定
管
理
業
務
以

外
に
、
米
原
駅
東
部
の
土
地
区
画
整

理
事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
企
画
業
務
を
市

か
ら
人
件
費
込
み
で
受
託
し
ま
し

Ｑ

、

ＣＭ２グループは、キタイ設計(株)と

関西明装(株)が公共施設の創造的運

営．管理をミッションに掲げて設立し

た共同事業体である。マルチメディア

センターは、近江八幡市と市民の情報

化をサポートする公共施設。「パソコ

ン」「インターネット」「IT」「メディ

ア」といった“道具”を正しく、上手

に使いこなせる市民を増やすことで、

市民１人ひとりの活動力とネットワー

クカを広げ、その結果として、元気で

活気のある美しい近江八幡のまちを守

り育てることを使命としている。

ＣＭ

(ｷﾀｲ設計

た
。
公
民
館
で
区
画
整
理
事
業
の
展

示
を
行
い
、
住
民
に
そ
の
概
要
を
伝

え
、
意
見
を
も
ら
っ
て
市
に
報
告
す

る
、
ま
た
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に

区
画
整
理
後
の
ま
ち
の
姿
を
ブ
ロ
ッ

ク
で
作
成
し
て
も
ら
う
な
ど
、
自
分

の
ま
ち
が
変
わ
る
過
程
に
市
民
に
参

加
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
施
設
価
値
の
向
上
の
た
め
に
、
管

理
業
務
外
の
取
り
組
み
を
協
働
さ
せ

て
も
ら
え
た
の
は
、
指
定
側
で
あ
る

行
政
側
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

:ｌ－ＷＩｉ

指定管理施設：趣ﾊ齢ﾏﾙﾁﾒｨｱｾﾝﾀー

指定期間：３年（2006年度～）

阿
部
一
市
民
に
と
っ
て
公
共
施
設

は
、
自
分
た
ち
の
財
産
で
す
。
行
政

に
す
べ
て
を
任
せ
る
だ
け
で
な
く
、

市
民
自
ら
も
積
極
的
に
運
営
に
関
わ

っ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で

す
。
こ
れ
こ
そ
が
本
当
の
「
公
共
」

施
設
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

蕊蕊iii



雪

「
事
業
報
告
⑳
電
子
串
請
に
つ
い
て
」

、
毎
年
県
庁
に
提
出
す
る
事
業
報
告

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
の
で

す
か
？

④
滋
賀
県
で
は
、
平
成
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
電
子
申
請
に
よ
る
提
出
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
事
業
年
度
終
了
後
三
か
月

以
内
に
事
業
報
告
害
等
を
所
轄
庁
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

従
前
の
書
類
持
参
あ
る
い
は
郵
送
と

い
う
方
法
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
手
続
き
で
す
が
、
ま
ず
申
請

に
必
要
な
「
特
定
Ｉ
Ｄ
」
を
取
得
し

ま
す
。
特
定
Ｉ
Ｄ
交
付
申
請
書
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
協
働
ネ
ッ
ト
し
が
」

内
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
運
営
の
手

引
き
」
（
※
１
）
に
あ
り
ま
す
の
で
、
記

入
の
う
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
ま

で
メ
ー
ル
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
発
行
さ
れ
た
特
定

Ｉ
Ｄ
で
指
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
※
２
）

に
ロ
グ
イ
ン
を
し
て
、
電
子
申
請
を

妙が知りを覇

M.O運営術

行
い
ま
す
。

書
類
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
電
子
申
請
を

い
た
だ
い
て
か
ら
１
週
間
以
内
に
電
子
メ
ー

ル
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
書
類
が
す
べ
て

整
っ
た
時
点
で
受
け
付
け
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

事
業
報
告
の
提
出
に
必
要
な
書
類
は
、
事

業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
収

支
計
算
書
、
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿
、
前

事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち
十
人
以
上
の
も
の

の
名
簿
で
す
。
さ
ら
に
「
そ
の
他
の
事
業
」

が
あ
る
場
合
に
は
「
そ
の
他
の
事
業
に
係
る

貸
借
対
照
表
」
と
「
そ
の
他
の
事
業
に
係
る

収
支
計
算
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
前
年

度
に
定
款
を
変
更
し
て
い
る
と
き
は
追
加
書

類
も
あ
り
ま
す
。

電
子
申
請
の
平
成
十
八
年
度
の
実
績
は
、

平
成
十
九
年
二
月
一
日
現
在
で
二
件
（
事
業

報
告
の
提
出
）
で
す
。

不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
促
進
室
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

（
文
》
滋
賀
県
Ｎ
Ｐ
○
活
動
促
進
室
上
山
輝
幸
さ
ん
）

〔
問
〕
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
○
七
七
‐
五
一
一
八
１
四
六
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
○
七
七
’
五
一
一
八
’
四
九
六
○

塵:壷｣<電子寧請の満れ〉 の
‐
ヨ
里
一
“
○
六
○
○
臼
◎
で
『
の
『
・
の
三
の

｡

市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ツ
ボ
情
報

年
百
名
、
総
勢
三
二
一
一
一
八
名
（
二
○
○
五
年

度
末
）
に
助
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
福
祉
の
振
興
を
図
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
高
校
生

の
表
彰
や
社
会
福
祉
施
設
へ
の
車
椅
子
寄
贈

（
合
計
二
一
三
台
）
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
各

種
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
福
祉
活
動
へ

助
成
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ア
ヤ
ハ
グ
ル
ー
プ
全
社
的
に
は
、

周
辺
の
清
掃
活
動
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
積
極
的
に
参
加
。
平
成
十
二
年
に
Ｉ

Ｓ
ｏ
ｌ
４
０
０
１
認
証
取
得
に
取
り
組
み
、

現
在
関
連
５
社
で
取
得
、
今
後
全
社
に
広
げ

る
計
画
で
す
。
ア
ヤ
ハ
デ
ィ
オ
で
は
、
地
域

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
県
警
と
連
携
し
て
各

地
域
に
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る

防
犯
セ
ミ
ナ
ー
や
夏
休
み
親
子
工
作
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
環
境
商
品
の

推
奨
や
買
い
物
袋
持
参
運
動
、
盲
導
犬
育
成
、

み
ど
り
の
募
金
活
動
な
ど
を
展
開
中
で
す
。

ア
ヤ
ハ
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
は
、
宿
泊

の
方
に
、
小
冊
子
「
地
球
の
お
薬
」
の
提
供

と
環
境
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
ほ
か
、
修

学
旅
行
生
等
へ
の
環
境
学
習
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
ア
ヤ
ハ
自
動
車
教
習
所
で
は
、

交
通
マ
ナ
ー
向
上
運
動
の
推
進
の

た
め
、
自
転
車
交
通
教
室
や
高
齢

者
・
若
年
層
の
交
通
安
全
教
室
な

ど
を
年
十
回
程
開
催
し
て
い
ま
す
。

進

『
企
業
生
活
を
通
じ
て
、
社
会

一
読
動
と
と
も
に
歩
む
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

ん
夕
師
活

錘
梅
園
や
に
社
員
一
丸
と
な
り
、
地
球
環
境

錘
麺
完
云
保
全
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
な
ど

“
》
怪
率
地
域
を
豊
か
に
す
る
活
動
に
逼
進

醗
醒
”
恥
し
て
い
ま
す
。

Sel<eiよし

《財)河本交敦福祉振興会
アヤハグルーブ
～握蕊株式会社～
TELO77-525-2222FAX､077と528-5007

httpWwww･ayaha･ＣＯ･ip／

昭
和
二
十
一
年
に
戦
後
の
産
業
復
興
を
期

し
て
綾
羽
（
株
）
を
創
業
し
た
故
河
本
嘉
久

蔵
氏
が
、
昭
和
五
十
五
年
に
「
財
団
法
人
河

本
文
教
福
祉
振
興
会
」
を
設
立
。
平
成
二
年

に
河
本
英
典
社
長
が
私
財
を
寄
贈
し
、
事
業

規
模
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
、
小
・

中
・
高
等
学
校
延
べ
五
千
六
百
校
へ
優
良
図

書
合
計
四
万
五
百
冊
三
○
○
六
年
度
末
）
の

寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。
人
材
育
成
の
た
め
、

母
子
父
子
家
庭
等
の
高
校
生
に
奨
学
金
を
毎

一
『
河
本
文
教
福
祉
掘
契
会
に
よ
る
鯉
良
面

害
”
一
寄
贈
や
奨
学
一
霊
の
助
成
“
ス
ポ
ー
ツ
文

化
露
振
嬰
低
か
、
弛
蕪
環
鐙
爆
全
活
助
や
弛

域
社
会
貢
献
着
勤
迩
遥
一
社
会
堂
と
．
も
に
歩
謹

｡｡①●｡⑥｡｡｡｡｡②｡⑥ｅ⑧＠

企業の社会貢献や

市民･行政との

協働etc・をご紹介

琉



こ
こ
の
売
り
は
な
ん
と
い
っ
て
も
高
島
の

お
い
し
い
お
米
と
水
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
米
粉
パ
ン
」
。
輸
入
小
麦
に
依
存
せ
ず
、

年
々
消
費
が
落
ち
込
む
米
を
使
っ
て
の
パ
ン

づ
く
り
。
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
が
た
ま
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

事
例
に
も
よ
く
紹
介
さ
れ
る
里
山

パ
ン
工
房
は
、
道
の
駅
マ
キ
ノ
追

坂
峠
（
お
っ
さ
か
と
う
げ
）
に
あ

り
ま
す
。
手
作
り
パ
ン
教
室
仲
間

の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
、
道
の
駅
が

で
き
る
の
に
合
わ
せ
て
「
里
山
パ

ン
工
房
」
を
結
成
。
今
年
で
三
年

目
に
な
り
ま
す
。
二
人
の
方
が
資

金
を
出
し
て
、
メ
ン
バ
ー
十
人
ほ

ど
が
時
給
べ
ｌ
ス
で
工
房
運
営
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

⑮演本さんの講演活動風景

■■■■『宛

た
ち
へ
の
環
境
学
習
、
立
命
館
大

生
と
共
同
で
行
っ
た
河
川
の
調
査

研
究
な
ど
様
々
で
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
は
、
一
部
の
人
だ
け
で
な
く
、

草
津
川
流
域
の
住
民
み
ん
な
の
活

「
わ
れ
わ
れ
が
子
ど
も
の
と
き
、
川
は
も

っ
と
身
近
で
親
し
い
存
在
で
し
た
」
と
琵
琶

湖
ネ
ッ
ト
草
津
事
務
局
長
の
高
岡
さ
ん
。
い

つ
し
か
、
川
の
管
理
は
行
政
が
行
う
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
住
民
の
川
へ
の
親
し

み
は
薄
れ
て
い
き
ま
し
た
。
自
然
も
文
化
も

安
全
も
守
る
の
は
人
ま
か
せ
で
は
な
く
、
住

民
一
人
ひ
と
り
。
一
一
○
○
二
年
に
新
草
津
川

が
で
き
る
の
を
き
っ
か
け
に
、
住
民
主
体
の

河
川
づ
く
り
を
進
め
る
「
琵
琶
湖
ネ
ッ
ト
草

津
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
は
、
草
津
川
の
一
斉
清
掃
、
子
ど
も

び
わ
こ
八
Ｉ
ネ
ス
の
会

雪晦

県
内
初
②
盲
導
犬
使
用
者
の
会

川
か
ら
ば
じ
室
．
る
取
唖
組
融

住
民
み
ん
な
ぞ
つ
く
る
草
漣
川

琵
琶
湖
に
注
ぐ
一
本
の

唐
立
と
識
会
参
加
詮
め
ざ
し
て

mlﾉMＥ州
后
罰

、
ｚ
天
一

瀧

特
定
非
営
利
活
動
法
人

琵
琶
湖
ネ
ッ
ト
草
津

象
Ｉ
ミ
ン
グ
⑱
良
さ
・
身
⑳
丈
の
良
き

自
分
た
ち
で
漢
め
る
楽
し
さ
と
責
任
で

継
続
性
⑱
あ
巷
運
営

訓
望
押
耀
捌
鞠

》
曇
・
庵

．
；
’
６ し

あ
い
龍
一
弓

元
気
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
探
し
出
し
て
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

、璽務局長の高岡宙さん

イ
キ
イ
キ
と
し
た
暮
ら
し
や
、
地
域
の
魅
力
を
創
る
た
め
に
、

里
山
パ
ン
エ
房

者
が
集
ま
っ
て
は
じ
め
て
交

流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昨
年

八
月
に
「
び
わ
こ
ハ
ー
ネ
ス

の
会
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。

「
ハ
ｉ
ネ
ス
」
と
は
、
盲
導
犬

が
体
に
つ
け
る
取
っ
て
の
つ

い
た
胴
輪
の
こ
と
で
あ
る
。

、

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、
外
出

す
る
と
き
目
の
役
割
を
果
た
す
の
が
「
盲
導

犬
」
で
あ
る
。
盲
導
犬
は
訓
練
施
設
で
専
門

的
な
訓
練
を
受
け
た
後
、
相
性
の
あ
っ
た
使

用
者
と
一
緒
に
暮
ら
す
。
滋
賀
県
内
の
盲
導

犬
の
歴
史
は
古
い
が
、
こ
れ
ま
で
使
用
者
ど

う
し
の
交
流
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

二
○
○
四
年
三
月
に
、
県
内
の
、
あ
る
盲

導
犬
の
引
退
に
あ
わ
せ
て
、
使
用
者
や
関
係

②草津川の岸辺に植えた557本の桜の木

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
を
広
め
よ
う
と
日
夜
奮
闘
し
て
い
る

●里山パン工房で販売し●道の駅マキノ追坂峠内にあ
ている米パンる里山パン工房



る
自
由
度
が
あ
り
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
で
仕

事
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
よ
う
で
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
大
き
な
設
備

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
今
は
メ
ン
バ

ー
の
大
切
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
里
山

パ
ン
工
房
で
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

を
大
切
に
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
息
の
長
い
展
開
を
考
え
る
場
合
、
自
分

た
ち
が
し
た
い
よ
う
に
で
き
る
範
囲
を
考
え

る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
事
務
局
浅
野
令
子
）

可

動
に
つ
な
ぐ
た
め
、
会
員
を
日
赤

奉
仕
団
、
エ
ル
ダ
ー
婦
人
会
、
青

年
会
議
所
な
ど
十
六
団
体
の
他
、

草
津
川
流
域
五
学
区
の
住
民
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
一
回

掃
活
動
の
後
に
は
川
辺
で
豚
汁
を
食
べ

ど
、
川
へ
の
愛
着
を
増
す
楽
し
い
企
画

れ
ま
せ
ん
。

「
今
、
さ
く
ら
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
制

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
高
岡
さ
ん
は

弾
ま
せ
話
さ
れ
ま
す
。
草
津
川
の
岸
辺

え
た
桜
五
五
七
本
の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
、

そ
の
方
々
に
一
本
の
桜
の
木
の
世
話
を
し
て

も
ら
っ
た
り
、
周
り
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど

工
夫
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
川
へ
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
う
取
組
で
す
。
将
来
は
、
桜
並

木
の
下
で
花
見
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
夢

は
広
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
新
た
に
二
○
○
七
年
度
に
向
け

て
刈
草
堆
肥
化
の
事
業
も
進
行
中
。
草
津
川

や
地
域
の
公
園
な
ど
で
発
生
し
た
刈
草
を
堆

肥
化
し
、
地
域
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
試
み
。

刈
り
取
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
あ
と
の
有
効

活
用
に
ま
で
考
え
は
広
が
り
ま
す
。

川
を
と
り
ま
く
様
々
な
分
野
に
活
動
が
広

が
る
琵
琶
湖
ネ
ッ
ト
草
津
。
理
事
の
駒
井
さ

ん
は
「
活
動
を
支
え
る
新
し
い
方
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す
！
」
と
力
を
込
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

、畷境学習の風景

ま
せ
ん
。
マ
キ
ノ
町
の
小
中
学

校
、
今
津
と
マ
キ
ノ
の
保
育
所
、

レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
、
遠
く

は
名
古
屋
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー

一宣＝

声
を
度
に

も
忘

け
入
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。パ
ン
エ
房
メ
ン
バ

ー
の
多
く
は
子
育
て

真
っ
最
中
で
す
が
、

シ
フ
ト
も
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
環
境
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
、
運
営

も
自
分
た
ち
で
で
き

る
自
由
度
が
あ
り
、
↓

る
な
の
清

に

植
●刈草を堆肥化する

作業風景

特定非営利活動法人琵琶湖ネット草津
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④理事の駒井孝次

●会長の一星末張さんと副

会長の識本捷子さん、そ
して盲導犬のドゥーリー

びわこハーネスの会
代茨②－星末張設立、2006年会員○28人
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URL：httpWwww・eonet.､e・jprossaka／e-mail：t-kiyomi＠ann.tｏ

｡

、代表の谷口きよみさん

も
あ
り
、
フ
ァ
ン
は
増
加
傾
向
。

出
資
者
の
一
人
が
代
表
を
務
め
る
障
が
い

者
の
働
く
作
業
所
に
製
粉
を
依
頼
し
て
お

り
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。
パ
ン
づ
く
り
を
通
じ
て
食
の
大
切
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
公
民
館
や
学
校
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
も
出
張
講
座
に
出

か
け
、
国
内
外
か
ら
の
視
察
も
積
極
的
に
受

5

廷塑涛；屋画

び
わ
こ
ハ
ー
ネ
ス
の
会
は
、
盲
導
犬
使
用

者
の
自
立
と
社
会
参
加
な
ど
を
め
ざ
し
て
活

動
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
会
員
が
個
人
的
に

行
っ
て
い
た
講
演
活
動
な
ど
、
今
後
は
会
で

調
整
し
て
行
っ
て
い
く
と
い
う
。
「
こ
れ
か

ら
は
学
校
な
ど
へ
積
極
的
に
出
か
け
て
、
こ

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

き
た
い
」
と
副
会
長
の
演
本
捷
子
さ
ん
は
話

す
。
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
が
で
き
、
公
共
施

設
だ
け
で
な
く
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用

す
る
民
間
施
設
で
も
補
助
犬
の
同
伴
が
拒
否

で
き
な
く
な
っ
た
が
、
ま
だ
理
解
さ
れ
ず
に

入
店
拒
否
に
あ
う
こ
と
が
あ
る
。
個
人
の
時

は
あ
き
ら
め
て
い
た
こ
と
も
、
会
が
で
き
た

こ
と
で
、
会
と
し
て
、
ま
た
、
行
政
な
ど
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
施
設
の
理
解
を
得
る

よ
う
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
月
に
は
初
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
「
び
わ
こ

ハ
ー
ネ
ス
の
会
設
立
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
る
。
盲
導
犬
に
つ
い
て
、

一
般
的
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
盲
導
犬
へ
の
理
解
を
求
め
る
た

め
に
も
、
会
長
の
一
星
末
張
さ
ん
は
、
「
ま

ず
、
会
の
名
前
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
活

動
の
中
心
を
会
の
Ｐ
Ｒ
に
置
い
て
い
る
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
阿
部
圭
宏
）

垂

【



●塾生募集説明会

○３月８日（土）１０:OO～１１:ＯＯ
コープしが福祉ネットワークセンターゆめふうせん

（大津市真野5-33-25）
○３月４日（日）１０:OO～１１:ＯＯ

大津巾巾民活動センター大会議室
（大津市浜大津4-1-1明日都浜大津1階）

○８月１７日（土）１０:OO～１１:ＯＯ
草津市立まちづくりセンター306号
（草津市西大路町9-6）
○８月１８日（日）１０:OO～１１:OＯ
ひこね市民活動センター（彦根市金亀町7-5）
○３月２５日（日）１０:OO～１１:ＯＯ

男女共同参画センター（G-NETしが）研修室Ａ
（近江八幡市隠飼町80-4）

○４月７日（±）１０:OO～１１:ＯＯ
長浜曳山博物館会議室（長浜市元浜町14-8）

｡●●●｡●｡●●●｡●｡｡○●●●｡●●酋●■●■●●■ＯｈｍｉｎｅｔＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
下記に関するお問い合わせは、淡海ネットワークセンターまで１ＴＥＬ：O77-524-B440FAX：O77-524-B442

E-maiI:office＠ohmi-net･comhttpF"ｗｗｗ･ohmi-net・com／
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｢おうみNPO活動基金」へのご寄付
ありがとうございました
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２月２１日（水）に、株式会社びわこ銀行さま
から「おうみＮＰＯ活動基金」にご寄付をいた

だきました。滋賀県内のＮＰＯ活動支援に大い
に役立たせていただきます。

「おうみ未来塾」第９期生塾生募集
あなたも「地域プロデューサー」をめざしませんか！ おうみ未来塾活動発表会のお知らせ

『おうみ未来塾」ＮＰＯが地域運営の一翼を担う
時代となった今、創造力とネットワークにより、

企業や行政だけでは解決できない地域課題に取
り組む人が求められています。おうみ未来塾は、
こうした新しい地域課題に取り組む「地域プロ
デューサー」が育つ塾を目指しています。
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津孝彦さん偽うみ隷塾1雛､識うみ識錘営委員）
藤井絢子さん(瀬県諭錦胴船雲艮鋤緋蕊議員）
ほか、招へい講師、数名を予定
●応募資格
１８歳以上で、地域社会の課題解決や市民活
動に主体的に取り組む意欲のある人。
●募集人員

２０名～25名程度
●経賀

２年間で2万円（年1万円）の受講料が必要で
す。研修地までの交通費や交流会参加費など
は自己負担です。

●応募締切

締切日：４月１５日（日）［必着］

次の①～⑥について記入のうえ､郵送､FAX、
Ｅメールで「淡海ネットワークセンター」ま
でお送りください。

①「私がめざす地域プロデューサー」をテー
マに書いたもの（BOO字程度）②名前、性
別、年齢③住所④連絡先（電話、FAX、Ｅメ
ールアドレス）⑤勤務先または学校名⑥所属
の市民活動団体、市民活動・地域活動の経験
縛細姉一ﾑベー ジをご覧いただくか､霧に調い合bせください！

第７期生が塾活動2年間の成果を発表するとと

もに、８期生がこれからの活動計画について報
告します。参加をお待ちしています。
◆日時：３月１１日（日）１３：１５～１６：ＯＯ
（受付：１２：４５～）
●会場：コラボしが２１３階大会議室
（大津市打出浜2-1（びわ湖ホール向かい)）
●参加費：無料

Ｑ１.この１０年で暮らしは良くなりましたか？
ａはいｂ,いいえｃ､変わらない

Q２．１０年をふり返って深刻になったと感じるのは？
ａ環境破壊ｂ､いじめｃ､格差社会
ｄ､治安の悪化ｅ,国際紛争ｆ・その他

Q3.今後１０年であなたががんばりたいのは？
ａ､仕事ｂ・勉強ｃ､恋愛ｄ､ボランティアｅ､趣味ｆ､その他

アンケートにご回答いただける方は、性

別・年齢をご記入の上、ハガキ、ファック

スまたは他ｆメールで淡海ネットワークセ

ンターまでご送付ください。住所・氏箱を

ご記入いただいた方には抽選で粗品をプレ

ゼントいたします。

レアンケート締切：３月末日

戸
一
尾

司
封

｢企業とNPOの対話のﾀべ｣を開催します！

◆日時：３月１５日（木）

１７：ＯＯ～１９：８０（交流会＝１９：３０～

２１：ＯＯ）

●場所：NEC晴嵐会館（大津市御殿浜6-28）
●参加費：500円
今内容

○基調講演「なぜ今企業とＮＰＯの連携・協働な
のか～PSCの活動を通して」
講師：岸田員代さん(NPO畝ー ﾄﾅー ｼｯ･鮒-ﾄｾﾝﾀー 謄割
○意見交換「創造的な地域社会づくりのために、

企業とNPOができること」
･○会終了後に交流会（参加費：2,500円）
●定員：８０～50名程度

◆申込：氏名、連絡先（TEL)、住所（所在地）

所属（団体名）を記入の上、淡海ネットワークセ
ンターまでお申し込み下さい。

●塾の特徴

（１）塾生の主体的な参加による塾づくり
（２）多彩な塾生で構成
（３）地域や活動の現場からの学びと実践
（４）幅広いネットワークの形成
◆システム

受講期間は原則として約2年間です。
（2007年６月１０日（日）～2009年B月）

【基礎実践コース（1年目)】
各地でのフィールドワークを中心に、概ね月１

回の講義を行います。

【創造実践コース（2年目)】
フィールドやテーマにより、塾生数名程度から
なるグループを編成し、現地調査や考察・実践

等の活動を行います。活動内容や進め方により
月２回以上となることがあります。

●講師（予定）

日高敏隆さん

（元鍍県立大学学長､動物行動学者､おうみ末来塾塾長）
北村裕明さん

（滋賀大学経済学部教授､おうみ未来塾運営委員長）
岡崎昌之さん

（法政大学現代福祉学部教授､おうみ未来塾運営委員）
岸田屋代さん
（NPO剛(－ﾄﾅー ｼｯ･ｻー ﾄｾﾝﾀー |管蕊諦蒜纏盤調
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下記に関するお問い合わせは、淡海ネットワークセンターまで１ＴＥＬ：O77-524-B440FAX：O77-524-B442
E-maiI:office＠ohmi-net･comhttpF"ｗｗｗ･ohmi-net・com／

RelqyEssqy

おうみ末来塾生
リレーエッセイ

「
皇

［6川生]高橘潔さん

お刺身、天卿羅、ムニエル、フライ、煮物、焼

ありました。共に熟で学ぶうちに、美味しさと、新しい夢を楽しむ機会

を“ビワマス”が巡んできてくれました。「地域プロデューサー育成」の

未来塾卒塾生として、今、「びわますを琵琶湖のシンボルに育てる会」の

活動をしています。具体的には稚魚放流事業などに取り組んでいますが、

その根っこは、もっと食べたいからなのです。こんな事で、「地域プロデ

ューサー」と認めてもらえるのかな？こんな聯で、「未来塾卒塾生」と胸

を張って言えるのかと悩んでいる今1.1この頃です。

騒びわこ銀行
一BiwakoＢａｎｋ

※「おうみ未来塾」は、地域課題に取り組むリーダーを目指す人が集う
塾で、現在7期生．Ｂ期生が学んでいます。これまでに約140人が卒塾
し、各地で「地域プロデューサー」として活躍しています。

お刺身、天州羅、ムニエル、フライ、煮物、焼き物、酢〆め、あら汁、

熟れ寿司、炊き込みご飯、イクラ漬け。まだまだ他の料理法もあるよう

です。琵世湖の魚料理愛好家を自認する私も、これだけメニューの拡が

りを持ち、そして美味しい琵琶湖の魚の存在を知りませんでした。琵琶

湖の畔で生まれ育って60余年。勿論、その端前は琵琶湖の棚ｲ『秘として

理解をしていましたが、術湖の大津では、まったく食べるチャンスのな

い魚です。２年前の未来搬入懇で、色々なフィールドの仲間との出会いが

率塾生と認めてくれますか？
言

５．６月号の特集アンケート テーマ：「１０年」



平成１９年度公益信託自然保護ボランティアファンド活動助成

助成の趣旨と対象活動、国立公園及び国定公園の自然保護上､重要な地域

における自然環境の保全に資する実践的活動で地域の理解や参加協力を

得られる広範なボランティア活動であること｡特に大勢の人たちが参加で

きる機会を提供する活動や次の世代を担う子供たちを対象とした活動の
実践を期待しています。

助成対象団体、助成の趣旨に合致し､かつ次の条件を満たす団体とします。

、営利を目的としないこと。・会則もしくは一定のルールを持ち､代表者等
の定めがあること。、団体の構成､役員､選任方法等の事業運営に重要な事

項が､特定の者等の意志に従わずに決定､運営されること。・申請団体(協議
会)に､(財)自然公園財団(本部または支部)か地元自治体(関係機関を含む）
または学識経験者のいずれかが構成員として参加していること。･環境省
地方環境事務所または都道府県自然保護担当部局の推薦を受けられること。

助成金額●･助成金総額は５００万円を予定しています。・助成額は1件５０

万円以内が原則ですが､対象となる活動の内容により､１００万円を上限に
資金助成します

応募方法③所定の申請書類を作成し､推薦者経由で提出していただきます。
応募用の書類は自然公園財団あて請求してください｡応募に関する全てのこ
とを網羅した｢応募要項｣をお送りします。

応募締切③４月９日(月)必着

詳細Ｈｐ、http://www､bes・or.』p/natu｢e/fand/fand5htm

ざ諾ぶ情報Ｂｏｘ
項一ｑ軸由曲．__．．．■■且Ｌ宅ﾛロ■屯田Ｐ蛍える臭室Zなぐ３

誰かのためi鋤くず層が麺:蝉い,，

総麓難儀撫漁薫
嵯K心:r仁宣▲唾４．時丑五㎡や勤進３?艶

（３．４週_）夢‘鉾鐸一一胃 ３．４ －－＝q_‐‐マーーニヂ辞診’

伝言板に掲載できなかった情報は､センターのホームベージに掲載しています｡ＵＲＬ、http://www･phmi-net・com／
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財団法人カメイ社会教育振興財団
☆平成１９年度青少年の社会教育活動に対する助成募集

対象③社会教育団体、または青少年を対象とする団体が行う青少年の健全育
成のための社会教育活動､またはこれを促進するための事業
助成額＠1件当たり１００万円以内（予定）

対象団体数．B件(予定）

対象期間・平成１９年度(平成20年３月３１日まで)に行われる活動であること。

申請書等請求方法③当財団ホームベージより申請書をダウンロードして下さい。
応募期間②３月３１日（当日消印有効）

｢ひらめき工房アジレント｣助成プログラム
己００ﾌ年度(第B回)の募集

募集テーマ③自然保護などの環境問題を含む理科･科学､算数･数学の分野で、
子どもたち(幼稚園～小･中学生)の夢､ひらめき､想像力を育む現在実施中、
もしくは検討中のユニークなプロジェクトで､地域に根ざした､継続性のある
日本国内における活動を募集します。

応募資格③非営利団体であること･日本国内で活動する団体であること･法人
格等の種類や有無に制限はありません。

公募期間○３月１４日(水)まで

応募方法②所定の応募書類をホームページよりダウンロードし事務局宛に郵
送して下さい｡ファックスによる応募は受付けません｡ご注意下さい。
詳細ＨＰ③http://www,agilent・cojp/commip/communityJP/sparkJP.shｔｍｌ

☆平成１９年度社会教育等生涯学習の
振興に関する活動に対する助成募集

対象③団体等が行なう芸術･文化及び教育活動について､地域における社会教

育活動またはこれを促進するための事業で､東北六県で地域に密着した活
動を対象とします。

助成額●1件当たり50万円程度（予定）

対象団体数．8件(予定）

助成対象期間③平成１９年度(平成20年３月３１日まで)に行われる活動であること。

申請雪等請求方法、当財団ホームベージより申請書をダウンロードして下さい。

応募期間、３月３１日（当日消印有効）
詳細ＨＰ⑳http://www､kamei・cojp/museum／

(⑳(財)自然公園財団自然保護ボﾗﾝﾃｨｱﾌｧﾝド担当
〒105-OOO3東京都港区西新橋２－１１－６ニユー西新橋ビル8階
TEL:O3-B592-1171FAX:O8-3592-1175e-maiI:bes＠bes・oｒｊｐ

固)アジレント･ﾃｸﾉﾛヅー 株式会社企画･広報部
｢ひらめき工房アジレント」助成プログラム事務局

TEL:Ｏ４２－６ＳＯ－Ｂ５５４ＦＡＸ:Ｏ４２－Ｓ６０Ｂ５Ｓ１

ｅｍａｉｌ:ipn-phiianthropy＠agiIent・com

1tI成金情報

平成19年度国際ポﾗﾝﾃｨｱ貯金の寄附金配分を受けようとする民間援助団体公募

対象団体③次に掲げる要件(1)及び(2)を満たしていること。

(1)民間の発意に基づく開発途上にある海外の地域の住民の福祉の向上に寄
与するための援助(※)に関する事業(以下｢援助事業｣という)を実施する、

営利を目的としない民間の団体であること。※天災その他非常の災害が

生じた場合における､その災害を受けた海外の地域の住民の緊急の需要を

満たすための援助を含みます。(2)日本国内に事務所を置き､かつ､代表者

が定められ､意思決定及び活動の責任の所在が明確であること。

申請期間③３月23日(金)まで(当日消印有効）

実施期間③平成１９年７月１日(日)から平成20年S月３０日(月)まで。

申請手続③必要事項を記城した申請書類のほか､必要な資料(印鑑登録証明書、
定款､規約等)を添え､以下の送付先に配達記録郵便で送付してください｡申

請書(様式)は､ホームページよりダウンロードできます。
詳細ＨＰ、http://www・yu-cho､iapanpostjp/vo1unteemost/index,htm

③日本郵政公社郵便貯金事業総本部ポﾗﾝﾃｨｱ貯金･お客さま相談担当
〒１００－８７９８頁零ﾏ都千代田区霞が関1-8-2

e-maiI:posiva＠japanpostjpTEL:ＯＢ－３５０４－４０ｇ７

⑬財団法人ｶﾒｲ社会教育振興財団小山(おやま）
〒gBO-OO22仙台市青葉区五橋一丁目1-23
TEL:Ｏ２２－２６４６５４３ＦＡＸ:Ｏ２２－２Ｓ４－Ｓ５４４

ｅ－ｍａｉｌ:kupu-kupu＠syd・odn・nejp

伊５月･６月の伝言板情報募集中！

｢チェンジメーカー社会起業家が世の中を変える」
箸/渡遷奈々 日経BP社1,600円十税

とある社会起業家交流会で､薪者の渡遡奈々さんにお会いし

ました｡滞米生活の災い写真家の彼女は気さくでチャーミング。

そんな彼女が向けるカメラに､優しい眼差しを送る｢社会起業

家｣'8人｡かれらのコンパション(＝情熱とひたむきさ)に胸打
たれます。

｢パプリカ』『フラガール.ｉ
３月１１日(日)まで３月１８日(日)まで

『麦の穂をゆらす風」Ｉダーウィンの悪夢』
３月１１日(日)まで３月27日(火)～４月Ｂ日（日）

『キンキーブーツ』

３月２日(金)～１８日（日）

●リクエスト受付中！
上峡してほしい作品名と住所､氏名､電話番号を肥入の上､八ガキ､ファックス､まだ
は電子メールで淡海ネットワークセンターまてお送りください°

･脅回入曹司１６:００以降の回1.200円均一サービス
･料金は作品によって呪なりますTEL:Oﾌ7.522.6191
.毎週水翌日1.000円均一サービス澄賀会箆シネマホール
･毎週木･金霊日の初回＆

日時･場所･問合せ先等を明記の上､４月１日までにEメール､FAXまたは郵便でセンターまでお寄せください。

‘、

｢まちづくり人｣応援助成金

応援対象③①新しいまちづくり活動②まちの中心に元気を取り戻すまちづくり活動③

世代間交流を活発にするまちづくり活動④高齢者が元気になるまちづくり活動⑤子

育てに役立つまちづくり活動⑥まちづくり活動をする子供や若者

応援内容③助成金:総額600万円｡一件50万円を上限とし､内容等選考の上

１０数件程度選出します。（複数年連続で助成する場合もあります）
※その他の応援:その他助成金以外に応援してほしい事柄の中から､応えら
れるものについて応援します。

応募手続き③助成金交付申請響の送付助成金交付申請書およびその他必要習類を､当財団
ﾎー ﾑベー ジよりダｳﾝﾛー ドして記入作成､それを期間内に送付して下さい。

送付期間③３月１日～３月末日(到着分）
詳細ＨＰ③http://homainteriink､or.』p/~machizkr/index､htm

滋賀会館シネマホールｓｏ４月の上映予定

③財団法人まちづくり市民財団事務局
〒102-OO93東京都千代田区平河町2-14-Ｂ日本青年会議所会館内
TEL:03.3234-2607(平日9:80~18:00)FAX:03.8284.5770ｅ･m8iI:m8chizkr､inte｢linkorjP
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地球や人にやさしい
スロ宇なカフェを紹介します 『
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特集でも褐収している「ＮＰＯ法人

FIELD」によって迩衡されている米

原公民館。従来の公民館の枠を超え、

いつでも気唯に立ち謝れる｢たまり場」

にしようと、工夫をこらしています。

リニューアルしたロビーはお茶やコー

ヒーを飲めるスペースに。〃21111開催

されるネットカフェは、ド1111参加でパ

ソコンに触れ、わからないところは教

えてもらえる気経さが受けています。

企画の面白さも手伝って、小学生や中

澗生の来館がjWえているとか。手作り
おやつの1Ｊやハーブテイサービスの

Ⅱ、子育てサロンなど月ごとに企1mさ

れているイベントは、館長のブログで

チェックできます。
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世界消費者権利デー

おうみ未来塾生募集説明会

おうみ末来塾生募築説明会企業とNPO対話の夕べ

で３

６Af誘電４Ｊ鰯

【問】米原市下多良三丁目3番地
TEL・O749-52-2240FAX､0749-52-2242

Ｗ鰐鰐ﾁhoocojp/megumailO523
【月曜休館】

/世界気象デー ‘世界結核デー
品

電気記霊白世界水の日

おうみ末来塾生募鯉説明会
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この印刷物は､珂境に記直した再生紙､大豆油ｲﾝｷを使用し､有害な廃液を排出しない水なし印刷を採用しています。

Ｆｂｎ亜呂石･j55UzPZm⑪'

《･教育基本法§
学校教管法公祐の日

〒■〒■

NHK＝~‘
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琴f蕊謹雛〕貝
（毎月２C日）

世界保健デー

みどりみどりの日

(財)淡海文化振興財団

でで蝉隷

淡海ネットワークセンターは､県内の市民活動､NPOをサポート･ネットワークしています。

国〒5200ＢＯ１滋賀県大津市におの浜1-1-20
国TＥＬＯ７７－５２４－Ｂ４４０回ＦＡＸ０７７－５２４－８４４２

回http://www･ohmi-net･com／圏E-mail:office＠ohmi-net･com
ご利用日時②月曜日と祝日の翌日を除く毎日(１２/29～1/3を除く）

火～金曜日／g:00～１９:ＯＯ土・日曜日･祝日／g:00～１７:００

※淡海ネットワークセンターの情報交流誌｢おうみネット｣は次のところで配布しています｡蚤地域振興局､県民
備報室､県内図書館､寵琶湖博物館､男女共同参画センター､文化産業交流会館､陶芸の森､草津まちづくりセ
ンター､県社協ボランティアセンター､大津市生涯学習センター､栗東芸術文化会館さきら､滋賀銀行､滋賀県
信用組合熱郵便局(ボランティア貯金窓口)､公民館など

※バックナンバーはホームベージでご覧いただけます。
※最新侭報はメルマガでお知らせしています｡ご希望の方は上記メールアドレスまで。

編集鎧記

どんな小さな川でも子ども達は水が大好き。網や手づか

みで魚をとったり、泳いだり。川と共生する琵琶湖ネッ

ト草津の活動が、びわ湖流域すべての川で広がれば…と

思いました。

（編集ボランティア高山）
.。...q･..e,ＧＢ｡eepQp････●◆････け････白･･･・・q･･･e････■●●●･●●ｅ●■■●●■p●ゆ●●●●QQpの●

盲導犬ドウーリーはとっても人なつっこいわんこちゃ

ん。でも、ひとたび“ハーネス”をつけるとキリリと

｢お仕事」モードに切り替わります。また、人と接する

機会が多い盲導犬は、衛生面に細心の注意が払われてい

るのだとか。盲導犬について知るチャンスは、３/24開催

の「フェスティバル（※ｐｌ参照)」です！
（事務局皆黒）

２１
2？

毘砥湖

翼ILl(lﾂ醤

で９

☆ネットワークセンター休館日
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淡海ネットワークセンター 臣邑湖

文化館びわ湖ホール

◎無断転戦を固くお断りします。
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おうみ末来塾生募蕊説明会 おうみ末来塾生募凝脱明会

おうみ未来雛生募集説明会


